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解説 

きらめきという錯視は以下の 2 種類に大別できます。 
① 暗いきらめき：きらめき格子錯視 2やバーゲン錯視 3で観察されるような黒点で、あちらこ

ちらで暗いスポットが見えること 
② 明るいきらめき：放射線パターン 4やグレア錯視 5で観察されるような明るさで、あちらこち

らで輝くように明るく見えること 
これらのきらめきは、明暗関係で相反しており、先行研究でも一つのパターンで同時に観察され
ないものと考えられていました 6。一方で、本応募作品「きらめき×きらめき錯視」は、“暗い”
と“明るい”という相反するきらめきが一つの錯視図形で生じます。 
 解説動画では、より詳細にその現象を確認できるポイントを紹介しています。まず、特徴 1-3
のスライドでは、きらめき×きらめき錯視における白色円は参照用の白色円やきらめき格子錯
視における白色円よりも明るく見えることが確認できます。次に、特徴 4-5 のスライドでは、き
らめき×きらめき錯視における白色円は灰色放射線 4 や灰色放射フィン 6 の既存パターンよりも
明るくも暗くも見えることが確認できます。特徴 6 のスライドでは、線分が（黄色や青色でな
く）マゼンタ色である場合にきらめき×きらめき錯視が生じやすいことが確認できます。その他
の検証結果は補足資料をご覧ください。 
 暗いきらめきと明るいきらめきはなぜ共存できるでしょうか。実は、きらめき×きらめき錯
視は、線分が多すぎても少なすぎても共存できません。白色円が大きすぎても小さすぎても共存
できません。そのため、我々は、きらめき×きらめき錯視は、線分の本数や白色円の大きさが
良い塩梅（特定の条件下）であると 2 つのきらめきが共存できると考えています。 
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